
産業廃棄物
処理計画書記載例

大分類 中分類

建設業 全て

製造業 全て

電気業

水道業

医療・福祉 病院 病床数

電気・ガス・熱
供給・水道業

記入内容

元請完成工事高

製造品出荷額

発電量

処理能力量

事業場の名称には産業廃棄物
（特別管理産業廃棄物）を実際
に排出している事業場名（建設
業の場合は支店名等）を記入
してください。 

建設業で事業場の名称を支店
等にした場合は、支店等の所
在地を記入してください。 

処理計画はその年の４月１日か
ら翌年の３月３１日までの計画
を記載してください。 

日本標準産業分類上の業種（小
分類まで）を記入してください。 

該当する事業場又は支店等の
正社員及び常勤関係職員数（医
療機関の場合は医療従事者及
び非医療従事者数）を記入して
ください。 

廃棄物の発生から最終処分が終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託す

る場合は、委託の内容を含む）を記入してください。 

法人の名称及び法人の代表者又は処理計画

書の作成単位である事業場代表者等につい

て正確に記入してください。 

※代表者印等の押印は不要です。 

（印影がそのまま公表されます。） 

事業の規模については下表の業種は表の記
入内容の事項を記載し、それ以外の業種の
場合は売上高など事業の規模が分かるもの
を記載してください。 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  平成２７年６月３０日 

 

千葉市長         殿 

 

提出者                   

住 所 千葉県千葉市中央区○○町１－１  

氏 名 ○○株式会社           

                         代表取締役 千葉 一郎 

電話番号 ０４３－１２３－４５６７    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  ○○株式会社 千葉工場 

事 業 場 の 所 在 地  千葉市中央区○○町１－１ 

計 画 期 間  平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 

①事 業 の 種 類 
大分類：製造業  中分類：プラスチック製品製造業 

小分類：工業用プラスチック製品製造業 

②事 業 の 規 模 前年度の製造品出荷額  １０３億円 

③従 業 員 数 ９８０人（正社員８２０人、常勤関係職員１６０人） 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



取組内容については、現在実
施している取組みの内容を具
体的に記載してください。 

（以下、分別、自ら処理及び委

託処理に関する事項について

も同様） 

計画については、当該処理計
画書の計画期間で自ら取組み、
及び将来的に実施する予定の
ある場合はその取組み内容に
ついて具体的に記載してくださ
い。（以下、分別、自ら処理及
び委託処理に関する事項につ
いても同様） 

産業廃棄物管理体制について、処

理計画の総括責任者、処理計画作

成部署等がわかる組織図を記入し

てください。 

産業廃棄物の種類ごとに前年度の
実績値を記入してください。（記入
例では２種類を記載していますが、
産業廃棄物の種類が３種類以上あ
る場合は当該欄に「別紙のとおり」
と記載し、別紙を添付してください。
（以下同様） 

産業廃棄物の種類ごとに、当該計画
書の計画期間における目標量を記
載してください。 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成２６年度）実績】       

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

排 出 量 １，０００ｔ ５ｔ 

（これまでに実施した取組） 

Ｈ２０に製造工程を見直し、製造量あたりの廃棄物排出量を、１０パ

ーセント削減している。 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

排 出 量 ９９５ｔ ５ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 製造工程の見直しを継続するとともに、製造量に併せて製造ラインの

効率的な運用を図り、廃棄物の排出抑制を行う。 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

  木くず：出荷過程で生ずる廃木製パレットは、再度パレットに使用 

      できる部材を選別している。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：プラスチックの種類ごとに分け、原材料として再生 

        生利用できるものを分別する。 

 



自社で直接（中間処理を行わず）再
生利用した産業廃棄物及び自社で
中間処理した後に自社で再生利用
した産業廃棄物について記載してく
ださい。 

自社の焼却施設で熱回収（燃焼で
きる廃棄物を熱を得ることに利用す
ること）を行っている場合は、熱回収
に利用した廃棄物の量を記入してく
ださい。（焼却前の重量を記入してく
ださい。） 

焼却・脱水等の中間処理によって、
廃棄物の重量を減らした場合は、
減らした重量を記入してください。
（中間処理前の重量から中間処理
後の残さ量を引いた数量を記入し
てください。） 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成２６年度）実績】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
０ｔ ０ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 出荷過程で生ずる廃木製パレットは、再度パレットに使用できる部 

材を分け、木製パレットに再生している。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
０ｔ ２ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類について、Ｈ24年度から、種類が混ざった廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの 

再利用技術に関する研究を実施し、今後の実用を図る。 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成２６年度）実績】  

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
０ｔ ０ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
０ｔ ２．５ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 再生利用ができない木くずについて、Ｈ18に焼却施設を設置し、焼 

却処理している。 

 既存の焼却施設で熱回収は行っていない。 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
０ｔ ３ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
０ｔ ２．５ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 自社の焼却施設について、排ガス処理工程に熱交換器を新たに設 

け、生産施設のための温水として利用する。 

 



自社で直接（中間処理を行わ
ず）行う産業廃棄物の自社の
処分場への埋立処分又は海
洋投入処分した産業廃棄物
及び自ら中間処理した後に
自社で行う産業廃棄物の自
社処分場への埋立処分又は
海洋投入処分した産業廃棄
物について記載してください。 

平成２３年４月から認定が開始

された優良認定処理業者へ委

託を行った場合に記載してくだ

さい。 

平成２３年４月から認定が開始
された認定熱回収業者に処理
を委託した産業廃棄物につい
て記載してください。 

再生利用業者へ処理を委託した量につ
いて記入してください。 

認定熱回収業者以外の、熱回収を行っ

ている業者に委託して熱回収を行った

場合の処理委託量を記入してください。 

委託先の処理業者が優良認定処理業者や認定熱回収業者に該当するかについては、認
定書や委託契約書等で確認してください。 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（平成２６年度）実績】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

０ｔ ０ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 これまでに、自社で埋立処分又は海洋投入処分を行ったことはな 

い。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

０ｔ ０ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 引続き埋立処分又は海洋投入処分する予定はない。 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ①現状 

【前年度（平成２６年度）実績】  

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

全 処 理 委 託 量 １，０００ｔ ０．５ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０．５ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
５０ｔ ０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
５０ｔ ０．５ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 廃プラスチック類の内、出荷工程から生じたものは、プラスチック 

製品として再生利用ができる委託業者に処理を委託し、焼却する場合 

は熱回収の認定を受けた処理業者へ委託している。 

 



（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 木くず 

全 処 理 委 託 量 ９９５ｔ ０．５ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
９５５ｔ ０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
９５５ｔ ０．５ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 廃プラスチック類の再生利用ができる処理業者への委託を目指す 

が、焼却処理する場合においても熱回収の認定を受けた処理業者へ 

委託を行う。 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   

 



産業廃棄物
処理計画実施状況
報告書記載例

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

  平成２７年６月３０日 

 

千葉市長  殿 

 

提出者                   

住 所 千葉県千葉市中央区○○町１－１  

氏 名 ○○株式会社           

                          代表取締役 千葉 一郎 

 

電話番号 ０４３－１２３－４５６７    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、平成２６年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  ○○株式会社 千葉工場 

事 業 場 の 所 在 地  千葉県千葉市中央区○○町１－１ 

事 業 の 種 類 
 大分類：製造業 中分類：プラスチック製品製造業 

 小分類：工業用プラスチック製品製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
 平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 １，１００ｔ 全 処 理 委 託 量 １，０９５ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
０ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
１，０９５ｔ 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
０ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１，０９５ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
２．５ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
５．０ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

０ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ 

※事務処理欄   

                                (日本工業規格 Ａ列４番) 

目標値については、前年度に
提出した産業廃棄物処理計画
書に記載した目標値を記入して
ください。 

法人の名称及び法人の代表者又は
処理計画書の作成単位である事業
場代表者等について正確に記入して
ください。 
※代表者印等の押印は不要です。 
（印影がそのまま公表されます。） 

事業場の名称には産業廃棄物（特別
管理産業廃棄物）を実際に排出して
いる事業場名（建設業の場合は支店
名等）及び代表者名を記入してくださ
い。 

所在地には、事業場又は支店等の所
在地の住所を記入してください。 

日本標準産業分類上の業種を小分類
まで記入してください。 



（第２面） 
                                              

  計画の実施状況   （産業廃棄物の種類：木くず ） 
      

  

  
                     

  

  
  

  
有償物量 

                
  

  
 

  
                 

  

  
 

  
                   

  

  

不要物等発生量 

  
     

自ら直接利用した量 
     

  
自ら中間処理した後 
再生利用した量     

  

    
   

    

② 

２ｔ      
  

 

⑧ 

０ｔ      
  

  
 

  
   

  
       

  
       

  

  
 

    排出量     
自ら直接埋め立て処分 
又は海洋投入処分した量     

  
       

  

  
   

① 

５ｔ    
 

③ 

０ｔ      
  

       
  

  
     

  
       

  
     

⑩のうち再生利用業者 
への処理委託量 

  

  項目 実績値   
 

自ら中間処理した量 
  

自ら中間処理した 
後の残さ量 

    
自ら中間処理した後 
自ら埋立処分 

又は海洋投入処分した量 
    

⑫ 

０ｔ    

  ①排出量   ５ｔ      

④ 

３ｔ      

⑥ 

０．５ｔ    
 

⑨ 

０ｔ    
   

  

  ②＋⑧自ら再生利用を行った量   ２ｔ    
  

    
   

  
   

  
 

⑩のうち熱回収認定業者 
への処理委託量 

  

  ⑤自ら熱回収を行った量   ０ｔ      ④のうち熱回収を行った量   
 

自ら中間処理により 
減量した量 

  
 

直接及び自ら中間処理 
した後の処理委託量 

    

⑬ 

０．５ｔ    

  
⑦自ら中間処理により 
減量した量 

  ２．５ｔ      

⑤ 

０ｔ     

⑦ 

２．５ｔ    
 

  
   

  

  
③＋⑨自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った量 

  ０ｔ                      

⑩ 

０．５ｔ  

  
 ⑩のうち熱回収認定業者 

以外の熱回収を行う業者 
への処理委託量 

  

  ⑩全処理委託量   ０．５ｔ            

  

      

  
⑪優良認定処理業者への 
処理委託量 

  ０．５ｔ             
  

  

⑭ 

０ｔ    

  ⑫再生利用業者への処理委託量   ０ｔ            
⑩のうち優良認定処理 
業者への処理委託量     

  

当該事業場から発生した
産業廃棄物の量のうち、
中間処理をせず直接自社
で再生利用した量を記入
してください。 

当該事業場から発生した
産業廃棄物のうち、中間
処理をせず直接自社の最
終処分場に埋立処分又
は海洋投入処分した量を
記入してください。 

当該事業場から発生した
産業廃棄物の総量を記入
してください。 

当該事業場から発生した
産業廃棄物のうち、自社
の施設で中間処理をした
産業廃棄物の総量を記入
してください。 

産業廃棄物を自社の施設で中
間処理をした場合、処理後の
残さ量を記入してください。 

自社の施設で中間処理をした
後の残さ量のうち、自ら利用し、
又は他人に再利用目的で売却
した量を記入してください。 

自社の施設で中間処理をした後の残さ量のうち、
自社の最終処分場に埋立処分又は海洋投入
処分した量を記入してください。 

中間処理及び最終処分を産
業廃棄物処理業者に委託し
た量のうち、再生利用業者へ
委託した量を記入してくださ
い。 

中間処理及び最終処分を
産業廃棄物処理業者に委
託した量のうち、平成２３年
度から認定が開始された認
定熱回収施設設置者へ委
託した量を記入してください。 

中間処理及び最終
処分を産業廃棄物
処理業者に委託し
た量のうち、認定熱
回収施設設置者以
外で、熱回収を行っ
ている処理業者へ
の焼却処理委託量
を記入してください。 

中間処理及び最終処分を産業廃棄
物処理業者に委託した量を記入して
ください。 

自社の施設で行った中間処
理により減量化した量を記入
してください。（④欄から⑥欄
を引いた量が入ります。） 

中間処理及び最終処分を産業廃棄物処理業者に委託した
量のうち、平成２３年度から認定制度が開始された優良認定
処理業者へ委託した量を記入してください。 

自社の施設で中間処理をした産業廃棄物の量のうち、自社
で熱回収を行った産業廃棄物の中間処理前の量を記入して
ください。 

前年度の実績値を記入してくだ
さい。（産業廃棄物の種類が２
種類以上ある場合は種類ごと
に１枚ずつ作成してください。） 


